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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  先勝 室    

旧 1 月１日   

日曜    22  
天
上
界
の
天
帝
「
帝
釈
天
」
の
部
下
と
し
て
、
仏
教
に

帰
依
す
る
人
々
を
守
護
す
る
持
国
天
、
増
長
天
、
広
目

天
・
多
聞
天
（
毘
沙
門
天
）
の
四
人
。 

須
弥
山
の
中
腹
に
あ
る
四
王
天
に
住
み
東
西
南
北
を

見
張
り
、
人
の
善
悪
を
見
分
け
、
善
を
勧
め
悪
を
防
ぐ

働
き
を
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

四
天
王
に
守
護
さ
れ
て
い
る
安
心
感
と
と
も
に
、
悪
い

こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
見
張
ら
れ
て
い
る
と
い
う
緊

張
感
も
持
っ
て
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。 

  

四
大
天
王 

「
仏
教
に
帰
依
す
る
人
を
守
護
す
る
四
天
王
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

し 
 

 

だ
い 

 

て
ん 
 

の
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

   友引 壁    

旧１月 2 日   

月曜    23  
バ
ラ
モ
ン
教
で
は
「
イ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
」
、
ヒ
ン
ド
ゥ

ー
教
で
は
「
マ
ヘ
ー
シ
ュ
ヴ
ァ
ラ
」
と
呼
ば
れ
て
い
た

世
界
創
造
の
神
、
破
壊
と
恵
み
の
両
面
を
持
つ
荒
ぶ
る

神
と
い
わ
れ
て
い
る
「
シ
ヴ
ァ
神
」
が
、
仏
教
の
守
護

神
と
し
て
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
自
在
天
」「
大

自
在
天
」
と
漢
訳
さ
れ
ま
し
た
。 

法
華
経
に
バ
ラ
モ
ン
教
や
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
神
が
登

場
す
る
の
は
、
仏
教
徒
以
外
も
救
い
た
い
と
い
う
法
華

経
の
立
場
の
表
れ
な
の
で
す
。 

    

自
在
天
子 

大
自
在
天
子 

 
 「

シ
ヴ
ァ
神
と
呼
ば
れ
る
自
在
天
子
と
大
自
在
天
子
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

じ 

ざ
い 

て
ん 

じ 
 

 
 

 

だ
い 

じ 
 

ざ
い 

て
ん 

じ 



不変山 永寿院 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  先負 奎    

旧 1 月 3 日   

火曜    24  
「
娑
婆
世
界
」
と
は
、
今
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る
こ
の

世
の
中
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。 

「
娑
婆
」
に
は
堪
忍
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
「
娑
婆
世

界
」
は
嫌
な
こ
と
も
我
慢
し
な
い
と
い
ら
れ
な
い
世
の

中
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
当
然
、
苦
し
い
娑
婆
世

界
よ
り
極
楽
浄
土
を
求
め
た
く
も
な
る
で
し
ょ
う
。 

し
か
し
仏
の
教
え
を
修
行
し
て
、
仏
さ
ま
に
近
づ
い

て
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
浄
土
に
し
て
い
こ
う
と
い
う
の

が
法
華
経
の
心
で
す
。 

  

娑
婆
世
界 

「
こ
の
世
の
中
を
浄
土
に
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

し
ゃ 
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せ 
 

 

か
い 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  仏滅 婁    

旧 1 月 4 日   

水曜    25  
イ
ン
ド
思
想
の
最
高
神
、
宇
宙
の
創
造
者
で
あ
る
「
ブ

ラ
フ
マ
ン
」
が
神
格
化
さ
れ
た
も
の
。
仏
教
で
は
梵
天

王
を
娑
婆
世
界
の
領
主
と
し
て
尊
び
、
帝
釈
天
王
と
並

び
仏
教
守
護
の
善
神
の
最
高
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
は
菩
提
樹
下
で
悟
り
を
開
い
た
時
、
悟
り

の
内
容
が
難
し
く
説
法
を
た
め
ら
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
梵
天
の
再
三
に
わ
た
る
説
法
の
要
請
に
応
じ
、

お
釈
迦
さ
ま
は
相
手
に
応
じ
て
ふ
さ
わ
し
い
方
法
で

説
き
分
け
る
こ
と
に
し
よ
う
と
決
心
さ
れ
ま
し
た
。 

  

梵
天
王 

「
娑
婆
世
界
の
主 

梵
天
王
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

ぼ
ん 

 

て
ん 

 
 

の
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  大安 胃    

旧 1 月 5 日   

木曜    26  
イ
ン
ド
神
話
の
蛇
の
精
霊
・
蛇
神
の
ナ
ー
ガ
が
、
龍
王

と
し
て
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。 

仏
法
を
守
護
す
る
八
種
の
霊
的
存
在
（
八
部
衆
）
の
一

つ
で
畜
生
類
の
代
表
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

龍
王
が
経
典
に
登
場
す
る
の
は
、
人
間
以
外
の
動
物
も

平
等
に
救
う
と
い
う
意
味
も
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

龍
王
は
水
中
に
住
み
、
雲
や
雨
を
起
こ
す
神
通
力
を
持

っ
て
い
ま
す
。
お
釈
迦
さ
ま
誕
生
の
際
に
虚
空
か
ら
清

浄
な
水
を
頭
上
に
注
い
だ
の
も
龍
王
た
ち
で
す
。 

  

元
来
コ
ブ
ラ
を
神
格
化
し
た
蛇
神
で
あ
っ
た
は
ず
だ

が
、
コ
ブ
ラ
の
存
在
し
な
い
中
国
に
お
い
て
は
漢
訳
経

典
に
お
い
て
「
竜
」
と
翻
訳
さ
れ
、
中
国
に
元
来
か
ら

あ
っ
た
龍
信
仰
と
習
合
し
、
日
本
に
も
そ
の
形
式
で
伝

わ
っ
て
い
る
。 

 

ナ
ー
ガ
は
英
語
で
蛇
を
意
味
す
る
「
ス
ネ
イ
ク
」

(sn
ak

e) 

と
、
語
源
上
の
繋
が
り
が
あ
る
と
す
る
説
も

あ
る
。 

  

龍
王 

「
仏
法
を
守
護
す
る
龍
王
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

り
ゅ
う 

 
 

お
う 



不変山 永寿院 

法華経 日めくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        
 

２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  赤口 昴    

旧 1 月 6 日   

金曜    27  
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
神
話
の
神
で
、
仏
教
が
様
々
な
宗
教

や
文
化
を
取
り
入
れ
て
来
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

「
緊
那
羅
」
は
楽
器
演
奏
や
歌
舞
が
得
意
な
馬
首
人
身

や
人
首
鳥
身
な
ど
の
姿
の
神
。 

「
乾
闥
婆
」
は
香
だ
け
を
食
し
、
伎
楽
を
奏
す
る
神
。 

「
阿
修
羅
」
は
悪
神
と
さ
れ
て
帝
釈
天
と
争
う
悪
魔
・

鬼
神
と
さ
れ
た
が
後
に
仏
法
を
守
護
す
る
神
。 

「
迦
楼
羅
」
は
神
話
上
の
架
空
の
鳥
。
鳥
類
の
王
で
龍

を
食
う
獰
猛
な
大
怪
鳥
。 

  

緊
那
羅
・

乾
闥
婆
・

阿
修
羅
・

迦
楼
羅 

 
 

「
イ
ン
ド
神
話
の
神
々
」 

 

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

き
ん 

な 

ら 

け
ん 

だ
つ
ば 

 

あ 

し
ゅ 
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か 

る 

ら 
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２０２３年   

令和５年 癸卯  

1 月   日   

  先勝 畢    

旧 1 月 7 日   

土曜    28  
阿
闍
世
王
は
提
婆
達
多
に
そ
そ
の
か
さ
れ
、
父
王
を
殺

害
、
母
を
幽
閉
、
お
釈
迦
さ
ま
を
も
迫
害
し
ま
し
た
が
、

懺
悔
の
の
ち
に
お
釈
迦
さ
ま
に
帰
依
し
ま
す
。 

法
華
経
は
阿
闍
世
王
と
父
王
が
築
い
た
王
舎
城
の
は

ず
れ
に
あ
る
霊
鷲
山
で
説
か
れ
、
阿
闍
世
王
は
人
王
の

代
表
と
し
て
法
華
経
の
会
座
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。 

お
釈
迦
さ
ま
の
入
滅
後
は
大
宝
塔
を
建
て
、
お
釈
迦
さ

ま
が
遺
さ
れ
た
教
え
の
第
一
回
結
集
を
支
援
す
る
な

ど
、
仏
法
の
外
護
に
努
め
ま
し
た
。 

  

阿
闍
世
王 

「
仏
教
の
外
護
者
と
し
て
」 

  

妙
法
蓮
華
経
序
品
第
一 

 

あ 
 

 

じ
ゃ 

 
 

せ 
 

 

お
う 



不変山 永寿院 
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<

略> 
四
大
天
王
。
与
其
眷
属
万
天
子
倶
。
自
在
天
子
。
大
自
在
天
子
。
与
其
眷

属
三
万
天
子
倶
。
娑
婆
世
界
主
。
梵
天
王
。
尸
棄
大
梵
。
光
明
大
梵
等
。

与
其
眷
属
万
二
千
天
子
倶
。
有
八
龍
王
。
難
陀
龍
王
。
跋
難
陀
龍
王
。
娑

伽
羅
龍
王
。
和
修
吉
龍
王
。
徳
叉
迦
龍
王
。
阿
那
婆
達
多
龍
王
。
摩
那
斯

龍
王
。
優
鉢
羅
龍
王
等
。
各
与
若
干
。
百
千
眷
属
倶
。
有
四
緊
那
羅
王
。

法
緊
那
羅
王
。
妙
法
緊
那
羅
王
。
大
法
緊
那
羅
王
。
持
法
緊
那
羅
王
。
各

与
若
干
百
千
眷
属
倶
。
有
四
乾
闥
婆
王
。
楽
乾
闥
婆
王
。
楽
音
乾
闥
婆
王
。

美
乾
闥
婆
王
。
美
音
乾
闥
婆
王
。
各
与
若
干
百
千
眷
属
倶
。
有
四
阿
修
羅

王
。
婆
稚
阿
修
羅
王
。
宛
羅
騫
駄
阿
修
羅
王
。
毘
摩
質
多
羅
阿
修
羅
王
。

羅
疫
阿
修
羅
王
。
各
与
若
干
百
千
眷
属
倶
。
有
四
迦
楼
羅
王
。
大
威
徳
迦

楼
羅
王
。
大
身
迦
楼
羅
王
。
大
満
迦
楼
羅
王
。
如
意
迦
楼
羅
王
。
各
与
若

干
百
千
万
眷
属
倶
。
韋
提
希
子
阿
闍
世
王
。
与
若
干
百
千
眷
属
倶
。
各
礼

仏
足
。
退
坐
一
面
。 

  

法華経 日めくり 令和５年（2023）1 月④ 


